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第３次日置市男女共同参画基本計画素案に係るパブリックコメント手続の実施結果について  

 

１   意見の募集期間   令和６年１月５日（金）～２月５日（月）   

２   意見の提出者数   １人  

３   意見の件数      ４件  

４   意見の処理状況    

           項目  

 

処理状況  

１ 第１章 

計画の基本的な 

考え方 

２ 第２章 

計画策定の背景 

３ 第３章 

計画の内容 

４ 第４章 

計画の推進体制 
５ 数値目標 

Ａ 意見の趣旨等を反映し、

計画に盛り込むもの 
     

Ｂ  意見の趣旨等を計画案

に盛り込み済みのもの 
１  １   

Ｃ  意見の趣旨等を今後の

参考とするもの 
    ２ 

Ｄ  意見の趣旨等を計画案

に盛り込まないもの 
     

Ｅ その他（要望・意見等）      

計 １  １  ２ 
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項目  

１  第１章 計画の基本的な考え方 

２ 第２章 計画策定の背景 

３ 第３章 計画の内容 

４ 第４章 計画の推進体制 

５ 数値目標 

処理状況  

Ａ 意見の趣旨等を反映し、計画に盛り込むもの 

Ｂ 意見の趣旨等を計画案に盛り込み済みのもの 

Ｃ 意見の趣旨等を今後の参考とするもの 

Ｄ 意見の趣旨等を計画案に盛り込まないもの 

Ｅ その他（要望・意見等） 

番号  項目  ページ  意見内容  
処理  

区分  
意見内容に対する日置市の考え方  

１  １  ４  

素案Ｐ４の「５  重点目標」について、「重点目標８  緊

急・災害時等における男女及び多様な救助・支援のあり

方の検討と推進」を追加。  

重点目標１～７までは、平常時に常に目標とすべき一

般的内容であるが、それらが通用しづらい緊急時、災害

時の現状は、特質したものがあるのではないか。救助や

避難における課題は、特に、弱者、少数派の人々に我慢

などが強いられ、それらが二次災害も生む原因ともなり得

る現状である。また、多様な立場の意見や協力体制等が

災害被害の減少にもつながる。私達は、能登半島地震の

教訓を生かし 、多 くの知恵と備えの努力の必要性があ

る。  

Ｂ  

ご意見については、 4 9ページの「重点目標７ 」－ 「施

策の方向③」－「具体的施策 5 0  地域における生活者の

多様な視点を反映した地域防災における取組の推進」に

おいて取組を進めたいと考えております。  

 

２  ３  4 7  

素案Ｐ４７に上の意見の関連が、下５行に記してある。

しかし、この課題は地域づくりや防災体制づくりだけで解

決できない、現状課題や緊急性、継続性、多様性があ

り、地域づくりだけでできる問題ではない。総括的、福祉

的、教育、建設土木、国県とも連携すべき課題もありえる

重要な日頃から取り組むべき男女共同参画視点で備える

課題とみる。  

Ｂ  

ご意見については、 4 9ページの「重点目標７ 」－ 「施

策の方向③」－「具体的施策 5 0  地域における生活者の

多様な視点を反映した地域防災における取組の推進」に

おいて取組を進めたいと考えております。  
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３  ５  5 3  

素案Ｐ 5 3数値目標  

①市の女性管理職の割合   

現状値： 1 2 . 9％  目標値： 1 0％  

②市男性職員の育児休業取得率   

現状値： 3 3 . 3％  目標値： 3 0％  

審議会事務局説明で、すでに、目標値を上回り個別

の設定計画で目標値設定のため、この基本計画では、独

自設定は難しく、新たな数値が出たら置き換え対応のこ

と。議論もあったらしいが、男女共同参画の進みが遅い

のも、基本計画が一番強く希望している基本は、慣習・し

きたり・役割分担意識からの脱却。この基本計画は、それ

ぞれが能力発揮して今後の厳しい時代をお互いに助け

合って発展させようという基本理念に立つ原動力であり、

牽引力である、いわゆる憲法に等しい重要な立ち位置に

あるのではないか。  

まだ男女共同参画推進の中でも、常に重要な項目が

この２項目であり、キーワードであることは間違いない。こ

の基本計画は、そうした重要で強固な発信力を持つ基本

法である。より一層の高い数値を掲げて牽引リードすべき

である。  

Ｃ  

ご意見をいただいております項目の目標値は、備考欄

にあ りますよ うに各個別の計画における数値目標のた

め、 5 3ページ「数値目標」表の欄外に記載させていただ

いているとおり、該当する計画の改定がなされた場合は、

新しい数値目標に置き換えて対応してまいります。  

いただいたご意見につきましては、今後の参考とさせ

ていただきます。  

４  ５  5 3  

素案Ｐ 5 3数値目標  

③防災会議の委員に占める女性の割合  目標値： 2 1％  

Ｐ 4の件にも関連するが、防災会議の役割は、減災を含

み、日頃から考慮、対処して備える必要がある。そのため

には、多様な立場の人々の状況の意見が反映されるべき

であり、もっと増やすべきではないか。  

Ｃ  

ご意見をいただいております数値目標については、現

状を踏まえ、引き続き目標値とし、参画促進を図ってまい

ります。  

いただいたご意見につきましては、今後の参考とさせ

ていただきます。  


